























1 Gustave Flaubert, Correspondance, éd. Jean Bruneau, Paris, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1973, t. I, 






































のこと。Gustave Flaubert, Correspondance, éd. Jean Bruneau, Paris, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 
1980, t. II, « Notes et variantes », pp. 1062-1064.




























説「大学と哲学の擁護」を分析する必要があったのだ （Cf. Jacques Derrida, Du droit à la philosophie, Paris, 












13 Jules Simon, La philosophie et l’enseignement officiel de la philosophie, cité par Patrice Vermeren, Victor 


























15 Paul Bénichou, Le sacre de l’écrivain (1750-1830). Essai sur l’avènement d’un pouvoir spirituel laïque 
dans la France moderne, Paris, José Corti, 1973. ポール・ベニシュー『作家の聖別―1750-1830年　近代フラ
ンスにおける世俗の精神的権力到来をめぐる試論』片岡大右・原大地・辻川慶子・古城毅訳，水声社，2015
年。以下，本書からの引用はすべてこの邦訳による。

































Bruneau, Les Débuts littéraires de Gustave Flaubert (1831-1845), Paris, Armand Colin, 1962），最近では心身
二元論の観点からフローベールにおける哲学の問題系を包括的に論じたジュリエット・アズレの著書がある 
（Juliette Azoulai, L’Âme et le Corps chez Flaubert. Une ontologie simple, Paris, Classiques Garnier, 2014）。毛
色の変わったところでは，ジャック・デリダ「フローベールのある観念―〈プラトンの手紙〉」がある （Jacques 





24 Paul Janet, Victor Cousin et son œuvre, 3e éd., Paris, Félix Alcan, 1893 (première édition, 1885), pp. III-VII.　
以下，本書からの引用につづけて，上記第三版の該当頁を記す。


































ソ ル ボ ン ヌ
科大学哲学代講教授
26 ジャネの著書『目的因』（Les Causes finales, Paris, G. Baillière, 1876）もまた，『ブヴァールとペキュシェ』
という圧延機にかけられ，甚だしい変形をこうむっていることを付言しておく。ちなみにフローベールは 


































34 Étienne Bonnot de Condillac （1714-1780）
35 Gottfried Wilhelm Leibniz （1646-1716）
36 Baruch De Spinoza （1632-1677）
37 David Hume （1711-1776）
38 Thomas Reid （1710-1796）
39 Anne Louise Germaine de Staël （1766-1817）
40 Joseph-Marie Degérando ou de Gérando (1772-1842), Histoire comparée des systèmes de philosophie, rela-










































48 Antoine Destutt de Tracy （1754-1836）
フローベールとヴィクトル・クザンの哲学（ 1） 105
をはじめとする観




































52 Œuvres de Proclus, Paris, Pichon et Didier, 6 vol., 1820-27.
53 Œuvres de Platon, Paris, Pichon et Didier, 13 vol., 1822-40.
54 Œuvres de Descartes, Paris, Pichon et Didier, 11 vol., 1824-26.
国際教養学部論叢　第 9巻第 2号106
トル・クザン通りに改称された），そこに長らく居住したソルボンヌに，みずから刊行・蒐集した




























57 Johann Wolfgang Goethe （1749-1832）
58 Jean Lacoste, « Cousin, Goethe et l’analyse, ou les chocolats de M. Cousin », in Romantisme, n° 88, 1995, 
pp. 49-64.
59 Georg Wilhelm Friedrich Hegel （1770-1831）
60 Christian Johann Heinrich Heine （1797-1856）
61 クザンとハイネの敵対関係については，つぎを参照のこと。伊東道生『哲学史の変奏曲』，晃洋書房，2015
年，第 3 章「二人の哲学史」。
62 Friedrich (Frédéric) Schlegel （1772-1829）






























ろ，第一期1815年から20年の 5 年間，そして第二期1828年から30年の 3 年間，合計 8 年間に限ら
れている。その 8 年間の講義のなかで，なんといっても重要なのは1818年の講義であろう。クザ
ンの講義録で留意しなければならないのは，再刊のたびに，時には新たな序文を付して，執拗に
64 この点に関してはつぎの研究書の第三章を参照のこと。Patrice Vermeren, Victor Cousin. Le jeu de la phi-
losophie et de l’état, ibid., ch. 3, « Le même et l’autre », pp. 67-94.
65 すでにこの哲学者に言及しているが，若干補足しておく。ジュール・シモンは，クザンの高弟であるが，共
和主義者として知られ，第二帝政崩壊後の71年には文部大臣，76年には首相も務めた，いわばクザン左派。





























67 Victor Cousin, Œuvres de jeunesse I, Cours de philosophie professé à la Faculté des lettres pendant 
l’année 1818 sur le fondement des idées absolues, Du vrai, du beau et du bien, Avant-propos d’Oscar Haac, 





69 Alphonse de Lamartine （1790-1869）






































































74 Victor Cousin, « Préface de la deuxième édition des Fragments philosophiques », in Philosophie, France, 
XIXe siècle, Paris, Librairie Générale Française, « Le Livre de poche », 1994, p. 106.
75 Hippolyte Taine （1828-1893）
76 Hippolyte Taine, Les philosophes français du XIXe siècle, Paris, Hachette, 1857, p. 128.ここでは詳述しない
が，フローベールは『ブヴァール』執筆のためにこの書物を読み，読書ノートをとっている。
77 Victor Cousin, Cours de philosophie professé à la Faculté des lettres pendant l’année 1818 sur le fonde-
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，人間は狂っていな























79 Gustave Flaubert, Bouvard et Pécuchet, éd. Stéphanie Dord-Crouslé, Paris, Flammarion, « GF », 2008, p. 294.
80 スピリチュアリスムのプラトン主義的側面であるが，その後継者であるジャネもつぎのように指摘してい
る。「彼にとってこうした純粋な観念は，プラトンにとってと同じように，永遠なる理性が表現されたものに
ほかならない。永遠なる理性は，われわれ自身でなくしてわれわれのうちに現れるものであるが，のちにク
ザンはそれを非人称的理性と呼ぶことになる。」（97-98頁）
国際教養学部論叢　第 9巻第 2号112
では宗教との和解をはかり，他方では科学の庇護者をもって任じ（クザンにとって「心理学」と
は数学と同じくらい厳密な「科学」なのである），さらに革命の継承者として反革命の伝統主義者
たちに対峙できるのである81。
81 クザンの「形而上学」とはこのようなものであるが，『真・美・善について』で展開されているのは，形而
上学ばかりではない。十九世紀後半においてこの書物はむしろ，美学を中心的に扱った書物として読み継が
れたといっても過言ではないが，紙幅の都合上，クザン美学の検討は続稿に譲ることにする。
